
●１月２８日に「沖縄市災害時避難所訓練」
を実施しました。午前の部の講演では「福祉避

難所について」をテーマにＮＰＯ法人バリアフ

リーネットワーク会議代表の親川修氏に講話い

ただき、続いて「災害に備えた水周り」につい

てＴＯＴＯ株式会社の藤岡優子氏にお話しいた

だきました。午後の部は、こどもみらい総合施

設そらファームにて「非常食や炊き出しの試食」

「福祉避難所物資の配置説明」「業者による防

災グッズの展示説明」などが行われました。定

員を超える約３０名の参加者の意見の中から、

事業に継続して取り組んで欲しいとの要望や、

とても参考になったとの意見があり、社協とし

て、今後も継続して災害時の要配慮者支援や福

祉避難所訓練等に取り組む必要性を感じました。

▼▼▼参加者の意見や感想（一部）▼▼▼

☆幼児から高齢者までの幅広い対応について、
直接見て体験する事ができてよかった。

☆災害時に実際に現場で起きた事例、使用さ
れている用品を見た事は、貴重な体験でした。

☆沖縄県でもし、災害が起こった場合の意識
の低さと、初期対応の大事さを痛感した。

☆避難所のプライベート空間の配慮が重要だ
と理解できた。さらに踏み込んで避難所に避難

したひとりひとりの役割分担まで協議できれば

さらに理解が深まるのではないかと思った。

☆障がい者、高齢者の日常生活に目を向けて、
視点を変えていろいろ想定して接していくこと

が大事だと感じました。

☆福祉施設が避難所になっているため、施設
職員の防災に対する意識を強め、福祉避難所設

置の勉強会の必要性を感じました。
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●１月～２月にかけて市内小学校からの福祉
学習の依頼が社協へ多く寄せられます。アイマ

スクや高齢者体験グッズを使って当事者の気持

ちを考える体験学習や、障がいを持つ方の体験

などを聴く「福祉講話」などの人気が高いです。

●社協への依頼

が最も多い活動

が、高齢者宅の

清掃活動です。

障がいなどによ

り自身で出来な

い、単身で家族

の援助が得られ

ない方などです。

今後は、さらに

増える事が予想

されています。
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行 事⇒障がい者スポーツレク教室

活動日⇒３月１０日（土）

時 間⇒１３時～１６時３０分

場 所⇒泡瀬特別支援学校体育館

依頼者⇒沖縄市障がい者福祉協会

内 容⇒ハンドアーチェリー・卓球バレー

など障がい者スポーツの補助

☆普段見ることの少ない障がい者スポー

ツにかかわる事ができるチャンスです。

依頼者⇒市内障がい者（女性２名）

内 容⇒庭の草刈

日 時⇒月または金曜日

時 間⇒午後１時～

場 所⇒住吉

人 数⇒２名～

備 考⇒道具は社協で準備します。

☆本人の心身の状況や経済的に、現在の

福祉サービスは利用不可のため依頼です。

依頼者⇒市内高齢者（女性）

活動日⇒２月２３日（金）

時 間⇒午後２時～。

場 所⇒依頼者自宅（桃原）

内 容⇒室内清掃（窓ガラス、トイレ等）

人 数⇒２～３名

備 考⇒道具は社協で準備します。

☆夫の３回忌を前に、家の掃除をお願い

したい。掃除の場所は、トイレ、風呂場

の換気扇、拭き掃除など。手伝いに来る

姪の都合で上記の日程でお願いしたい。

諸見小学校「高齢者疑似体験」

美東小学校

「アイマスク体験学習」


